
 

 

仲間と学び、未来を考える 2学期に 
 処暑を迎えたとはいえ、まだまだ暑さの残る毎日が続いています。保護者の皆様、地域の皆様におかれまし

ては、いかがお過ごしでしょうか。 

 40日間の夏休みを終え、学校には再び生徒たちの元気な声と活気が戻ってきました。２学期は、９月１１

日の The W（和田中学校との合同学習）、１０月７日の晴瞬祭（体育祭）、１０月２２日の英雄祭（学習発

表会）と大きな行事もあり、仲間と力を合わせ取り組むことで生じる葛藤と感動から大きく成長する学期で

す。2学期も生徒の成長につながる温かい御支援と御協力をよろしくお願いします。 

 さて、皆さんは「アンネのバラ」を御存じでしょうか。 

 アンネ・フランクは、ユダヤ系ドイツ人の少女です。第二次世界大戦中、亡命先の

オランダでナチスの迫害を受け、強制収容所で１５歳の若さで亡くなりました。隠れ

家での生活を綴った『アンネの日記』は、今も世界中で読み継がれています。戦後、

アンネの父、オットー・フランク氏は、日本の合唱団に「アンネの理想と理念に深い理解を寄せてくださるあな

たに、アンネのバラを託します」との言葉とともにバラの苗木を譲りました。そのうちの１本が綾部市の山室隆

一さんのもとへ届けられました。山室さんは試行錯誤を重ねながら接ぎ木によってアンネのバラを増やし、

「アンネと同世代の若者たちに平和について考えてほしい」という願いを込めて、中丹地域の中学校へ苗木

を贈る活動を始められました。その呼びかけに真っ先に応えたのが、当時の大浦中学校だったそうです。校

長先生と生徒会長が綾部市の山室さん宅を訪れ、熱心に話を聞きながら苗木を譲り受けたそうです。現在、

その活動を引き継いでおられる息子の山室建治さん御夫婦からも、当時の様子を懐かしくお聞かせいただ

きました。引揚船を出迎え、「引揚者を迎える歌」を歌い続けてきた大浦中学校だからこそ、アンネの父や山

室さんの平和への願いに深く共感し、いち早くアンネのバラを学校で育てることを決めたのだと思います。そ

して、その取組はやがて中丹地域へと広がり、多くの学校でアンネのバラが大切に育てられるようになりまし

た。しかし、若浦中学校のアンネのバラは、長い年月の中で残念ながら枯れてしまい、「アンネのバラ」と刻ま

れた石だけが残されていました。そこで山室建治さんに御相談したところ、貴重な苗木

を新たに譲っていただくことができました。接ぎ木による苗づくりは決して容易ではなく、

毎年ボランティアの「接ぎ木の会」の皆様が丹精込めて取り組まれています。その中で

育った貴重な苗木を、「大浦中学校の歴史を受け継ぐ若浦中学校に」と、当時のガリ版

で刷られた手紙とともに託していただきました。 

全国各地で育てられているアンネのバラの広がりが、私たちにとって身近な綾部市から始まり、その最初

の受け手が大浦中学校であったことを大変誇りに感じています。２学期には、引揚船興安丸の時鐘がある中

庭にこのアンネのバラを植える予定です。アンネのバラは、咲き始めの黄金色からサーモンピンク、そして濃

いピンクへと花の色を変化させながら咲きます。春と秋、年２回の見頃を迎えますので、ぜひ若浦中学校に

足を運んでいただき、平和への願いが込められたこの花を御覧いただければと思います。 
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最後に、アンネと父オットー・フランクの言葉を紹介します。 

「神様が長生きさせてくださるなら、私は世界と人類の平和のために働きま

す。」                                       アンネ・フランク 

「アンネの悲劇的な死に同情するだけでなく、平和をつくり出すために何か

をする人になってください。」                     オットー・フランク 
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＜各種大会結果> 

中丹中学校総合体育大会 

 野球の部 

１回戦勝利、２回戦棄権 

 バスケットボールの部  

男子 １回戦勝利、２回戦惜敗 

女子 １回戦惜敗 

 ソフトテニスの部 

１回戦 惜敗 

 ソフトボールの部 

あ  優勝  

京都府中学校総合体育大会 

 陸上競技の部 

    ３年1500ｍ  東野 匠馬  健闘 

    ３年100ｍ  大石 結月  健闘 

 ソフトボールの部 

あ  ３位 

 

10月10日（土）には中丹中学校総合体育大会駅伝競

技の部が開催予定です。 
 
＜いじめアンケートの結果＞ 

 １年 ２年 ３年 

回答 １ ３ ２ 

６月、第１回のいじめアンケートを行い「いやな思い

をした」とする事柄を「いじめ」の認知対象として集計し

ました。  

 「いやな思いをした」と回答した生徒には、丁寧に聞き

取りを行い、解決に向けた支援や見守りを継続してい

ます。今後も教職員全体で生徒全員を見守る姿勢を大

切にし、いじめの未然防止・早期発見及び早期解決に

向けて取り組んでいきます。 

８月の行事予定
 

27（木）始業式、給食有り、部活動有り、16:15下校 

       ※始業式の服装は制服 

28（金）３年生学力チャレンジテスト 

９月の行事予定
 

１（火）放：中１ふりスタ 

２（水）２測定、授業研究会（３年英語）、休部日 

 ※下校時刻が生徒によって異なります。 

   研究会に参加しない１・２年生 １４：1０下校 

   研究会に参加しない３年生  １５：１５下校 

   研 究 会 参 加 生 徒 １６：２０下校 

SC安川先生 

３（木）放：中３ふりスタ 

８（火）放：中２ふりスタ 

９（水）部活動可能日 

10（木）SC安川先生、放：中３ふりスタ 

11（金）theW（和田中学校との探究交流会）、休部日 

15（火）放：中１ふりスタ 

16（水）学校経営戦略会議 

17（木）SC安川先生、放：中３ふりスタ、休部日 

24（木）SC安川先生、放：中３ふりスタ、全校集会 

25（金）晴瞬祭結団式 

29（火）放：中２ふりスタ 

【お知らせ】舞鶴市の教育DX推進の取組について 
舞鶴市立の小・中学校におけるデジタル技術の活用は

全国的に高い評価を得ています。 
取組の成果を、ホームページに掲載 

しましたので、下記リンク又は、QRコ 
ードからご覧ください！ 
◆舞鶴市HPリンク： 

こちらをクリックください。 
 
【掲載内容】 
・教員業務のデジタル化水準が京都府内１位を記録！ 
・先進的な授業改革のPR動画を公開！  

【舞鶴市よりお知らせ】 
令和８年度平和祈念式典開催について 

 

「引き揚げのまち舞鶴」として、「次世代への継承」から、若者自らが主体となって語り継ぐ「次世代による継承」

へ、さらには平和な未来に向け、次代を担う若者とともにすべての世代により「引き揚げの史実と平和の尊さを発

信する」ことを目的として、令和８年度平和祈念式典を下記の通り開催します。お時間がございましたらご参加の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

１．日  時   令和８年10月10日（土）午後２時～ 

２．会  場   引揚記念公園 

３．内  容   黙とう、式辞、献茶・献花、朝来小、大浦小、若浦中代表児童生徒による平和へのメッセージ 

４ その他   当日は、「舞鶴引き揚げの日」の特別行事（入館料無料）を引揚記念公園、引揚記念館で同時実施

します。 

https://www.city.maizuru.kyoto.jp/kyouiku/0000015434.html

